
北祐会神経内科病院

サロン あうる

地域医療⽀援部では例年、地域の在宅⽀援
事業所の⽅々へ向けてサロンを開催しており
ます。今年度はコロナ禍ということもあり、
初めてオンライン開催しました。
その内容を広報誌にしましたのでご覧くだ

さい♪『神経難病における
コミュニケーション⽀援』

2021年11⽉12⽇18：00〜19：30

ZOOMで開催！！

〇ご意⾒
・「開催時間については２時間は必要だと感じ
ました。」

・「コミュニケーション⽀援での評価の仕⽅や
介⼊プロセス、社会資源の活⽤といった⼀
連の⽀援の進め⽅のイメージができ参考に
なりました。」

〇今後取り上げてほしいテーマ

・摂⾷嚥下のポジショニング
・神経難病における環境調整

【意⾒交流会でのご意⾒を⼀部ご紹介します♪】

【アンケート結果】

VOL.１６

意⾒交流会では、神経難病のコミュニケーション⽅法についての困りご
とが多く語られていたり、⽇頃の利⽤者さんとの関わりで⼤切にされてい
ること等のお話がありました。
たくさんの貴重なご意⾒ありがとうございました。

「コミュニケーション能⼒が
低下しているクライエントの
⽀援が難しい。⾔いたいこと
が表出できているのか、聞き
取れているのか不安になる」

「在宅では先に進⾏し失われ
ていく機能を⾒通して必要な
機器を導⼊する際に本⼈の受
け⽌めのことを考えると、難
しいと感じることがある」

「ALSの⽀援をしているが、呼
吸筋低下による呼吸機能の低下
とそれによる体重減少という悪
循環の中で、胃瘻造設や医療処
置の選択や情報提供のタイミン
グついてスタッフ間で話し合う
ことが多い。主治医に任せるだ
けではいけない難しさを感じて
いる。延命になるのか？⼗分に
理解して決めたのか？胃瘻をし
ないとどうなるのか？等、⽀援
していても不安がある。」

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇講義18：00〜19：00
◆神経難病とコミュニケーション障害とは
（講師：NS下川）
◆神経難病におけるコミュケーション⽀援の実際
（講師：NS得能、ST樫村、MSW⼩林）
１）はじめに〜コミュニケーション⽀援⼊⾨〜
２）在宅でできるコミュニケーション評価
３）パーキンソン病へのコミュニケーション⽀援
４）急速に進⾏する疾患（ALS・MSA等）への対応
５）コミュニケーション⽀援のサイクル
６）機器導⼊に関わる制度
７）当院病棟での実際

〇意⾒交流会 19：00〜19：30

地域医療⽀援部は、今後もいろいろな取り組みに
チャレンジしていきたいと思います。
⼀緒にチャレンジしてくれる仲間を⼤募集！！

不定期
発⾏



２０２２年 GRAND OPEN 予定

北祐会神経内科病院は生まれ変わります

２０１９年１２⽉より着⼯した建て替え⼯事ですが、２０２１年７⽉より第１期⼯事が竣⼯、新病院
での診療を開始しました。２０２２年にグランドオープン予定となっております。新病院の中⾝を少し
だけご紹介いたします♪

北祐会神経内科病院 地域医療⽀援部
直通TEL：011-631-1169／直通FAX：011-631-1172
代表TEL：011-631-1161／代表FAX：011-631-1163

１階は主に外来診療スペースです。以前と⽐べ明るい印象になり
ました。外来専⽤リハビリスペースも設けられました。

私たちはこちら１階の地域医
療⽀援センターにおります。 外来のトイレの数も増え、

キレイになりました。

２階、３階に⼊院病棟があります。
各病棟に⼊浴設備が完備され、ト
イレの数も増え、どの病室からも
トイレに⾏きやすくなりました。
また、⼤部屋は以前の６⼈部屋か
ら４⼈部屋に変わりました。

現在も当院では、新型コロナ
ウィルス感染症対策として、⾯
会が禁⽌となっております。ま
た⼊院前のPCR検査の実施をし
ております。引き続き皆様にも
ご協⼒等をいただくことがある
かと思いますが、何卒よろしく
お願い致します。

お気軽に
お問合せくださ

い！

【お願い】

当院HPからWEBで院内の内覧ができます。是⾮ご覧ください♪


